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研究成果の概要(800字程度):
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Building “GRIPS SDGs Database” by data visualization of SDGs indicators
SDGs指標のデータ可視化による 「GRIPS SDGsデータベース」の構築

本研究は、現在GRIPSで公開している「SDGs関連資料集」とともに、「SDGｓ地図集」を作成し、「GRIPS SDGs データベー
ス」を構築することを目的とするものである。現在の「SDGs関連資料集」は、もっばら、SDGs成立以前から現在に至る国際
的あるいは日本国内の重要関連文書を収集し公開しているものであるが、SDGsの指標などの数値データは取り込んでい
ない。そこで、本研究では17目標、169ターゲット、232指標のうち収集可能な数値データをできるかぎり包括的に収集し、
地図やグラフの形で可視化し、研究・教育・実務に供することを目的とする。SDGsに関する基礎的文書と並び、世界各地
の現状を示す可視化された世界地図上のデータを提供することによって、「GRIPS SDGs データベース」は、国内外の
SDGs達成のための基礎資料となる。
この研究内容における作業は、①データ収集②データ加工③データの可視化④HPへの公開作業と、大きく４つに分けら
れる。
2019年１１月〜１２月にかけ、IMFや世界銀行の最新データをダウンロードし「①のデータ収集」を行った。
2020年１月を中心におおまかな「②データ加工」をすすめ、2020年2月〜3月に「③データ可視化」を重点的に行った。
Rのプログラミング作業をしつつ、コロプレス地図やグラフなどの完成したデータを確認しながら「②データ加工」の調整作
業も行っている。３月末には、完成データを画像化し、HPデータベース「世界と日本」（http://worldjpn.grips.ac.jp）で公開
されている「SDGs関連資料集」と一体化し、全体を「GRIPS SDGs データベース」としてウェブサイト上で公開する予定であ
る。

国際的に合意されているSDGsの232の指標のうち、妥当性が高く収集可能であるものについて、体系的・包括的に収集
し、それらをわかりやすい形で可視化し、「SDGs関連資料集」と一体化し、全体を「GRIPS SDGs データベース」としてウェ
ブサイト上で公開するころを目的とする。国連で合意された232の指標のうち、概念も明確であり指標作成の方法論も確立
し、多くの国で実際にデータとして存在しているものは102である。本研究では、これらの指標を収集・検討し、わかりやす
いコロプレス地図や各種のグラフのかたちで可視化する。

(全ての項目含め、1頁以内で記述してください。)
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